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＜ららぽーと安城への入場について＞
◦�入場時に本券を必ず提示してください
◦�プレオープン期間の4月16日㈬・17日㈭も本券でららぽーと安城へ入場できます
◦�入場できる入口に制限があります。詳細は現地の案内を確認してください
◦�本券1枚で4人まで入場できます（小学生以下はカウントしません）
＜お買物券への引換について＞
◦�お買物券への引換ができるのは4月15日㈫のみです
◦�引換時は本券とLINEクーポンをあわせて提示してください
◦�引換時に本券は回収します
◦�本券1枚で4人まで引換できます。引換者は全員揃って引換場所に来てください
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　ふるさと納税は、平成20年、地方と大都市の
格差是正と地方創生を主目的に創設されました。
その名のとおり、自分のふるさとや応援したい
自治体に寄附を行うことを想定し、寄附額のう
ち、２千円を超える額が所得税と住民税から控
除されるとともに、寄附した自治体から返礼と
して地元産品が贈られるしくみです。
　全国の自治体は、ふるさと納税獲得のため、
返礼品の選定に知恵を絞り、競争が過熱した結
果、返礼品のルールを逸脱する事例が発生しま
した。また、ネットショッピングのような感覚
で利用する人が増え、制度本来の趣旨から外れ
てきている気がします。
　牛肉・海産物といった人気の高い産品を擁す
る自治体は、年間100億円を超える寄附金を集
める一方、都市部では、逆に100億円超の減収
を強いられているところがあり、格差是正どこ
ろか、逆格差が生じている現実があります。
　さて、本市はどうかと言いますと、令和5年
度ご寄附いただいている金額は約1億1900万円
であったのに対し、本市民がふるさと納税を
行ったことにより減収となった市民税額は約8
億7000万円です。そのため、実に約7億5100万

円の影響が出ています。さらにこの影響額は
年々拡大しています。こうした減収が生じた場
合、国から減収額の75％が地方交付税で補填さ
れるわけですが、本市は地方交付税不交付団体
のため、補填は受けられません。
　また、寄附受納額の３割は返礼品に、２割は
手数料に充てるので、手元に残るのは半分の金
額となります。よって、差し引きゼロとするた
めには、減収額の２倍の約17億4000万円を集め
る必要があります。
　返礼品に指定されていない本市の地場産品や
体験プログラムの中には、魅力的なものがまだ
まだ多く埋もれていると思います。今後これら
を地道に掘り起こし、積極的に売り込んでいき
たいと考えています。そして市民の皆さんにも
お願いします。返礼品としてブレイクしそう
なモノ・コトを提案してください。SNSで｢安
城のいいもの・安城の魅力｣をどんどん発信し、
安城市のプロモーションに一役買ってください。
このままでは安城市の貴重な財源がどんどん失
われていきます。本市の財政危機を回避するた
めにも、ご協力をお願いいたします。

三星元人市長からのメッセージ
ふるさと納税の現状

安城市ふるさと納税
〔公式〕Instagram
フォローをお願いし
ます

ぱぱ☆ままフェスタ

普段は子どもが主役の堀内公園ですが、この日は、ぱぱとままが主役のゲームが盛りだくさん！子ども達は、ぱ
ぱとままを応援したり､ 楽しいコーナーもたくさんあったりと、うれしそう。多くの家族連れで賑わいました。

日2月9日　場堀内公園

日2月9日　場アンフォーレ本館
平成29年6月1日にオープンしたアンフォーレは、来
館者数800万人を達成し、市長から記念品を贈呈。多
種多様な本が揃い、いつも読みたい本に出合えます。

アンフォーレ本館来館者数800万人達成
日2月8日　場アンフォーレ本館
安城学園高等学校の生徒による、初のおはなし会。絵
本の読み聞かせに、手遊びや楽器の演奏等、子ども達
はみんな笑顔で大盛り上がり！大人も楽しめました。

あんがくおはなし会

日2月15日　場安祥閣
動物、花、和菓子等、様々なモチーフのカラフルな飾
りが壁一面を覆い、なんとも華やか。細かく丁寧な作
品に、来場者は思わず感嘆の声を漏らしていました。

つるし雛作品展
日2月25日　場歴史博物館
先生に教えてもらい、みなさん器用にあっという間に
完成。お店に並んでいるような出来栄えに、会話にも
花が咲きます。色とりどりの和菓子に春を感じました。

和菓子職人に教わる桃の節句の和菓子作り
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